
資料６－２

一般国道１８８号 柳井バイパス



道路建設事業の事後評価項目調書

事業名 一般国道188号 柳井バイパス 事業 一般国道 事業 国土交通省
やな い

区分 主体 中国地方整備局

起終点 自：山口県 柳井市 柳井 延長 ３.５km
やない やな い

至：山口県 柳井市 南 町三丁目
やない みなみまち

事業概要

一般国道188号は、岩国市を起点とし、下松市に至る延長約70㎞の主要な幹線道路である。柳井バイパスは、
いわくに くだまつ やな い

柳井市柳井から柳井市南 町三丁目に至る延長3.5kmのバイパス事業である。
やな い やな い やな い みなみまち

事業の目的・必要性

事業目的は、柳井市中心部の交通混雑の緩和、交通安全の確保である。
やな い

事業概要図

事 事業期間 事 業 化 年 度 Ｈ元年度 用 地 着 手 Ｈ４年度 供用年 (当初) - / Ｈ24年度 変
業 都 市 計 画 決 定 H元年度(Ｈ１４変更) 工 事 着 手 Ｈ１０年度 (暫定/完成) (実績) - / Ｈ26年度 動 1.1 倍
の 事業費 計画時 (名目値) - / 約190億円 実 績 (名目値) - / 約134億円 変
効 (暫定/完成) (実質値) - / 約196億円 (暫定/完成) (実質値) - / 約130億円 動 0.7 倍
果 交通量 計画時 実 績 変
等 (当該路線) (暫定/完成) - / 14,200台/日～20,500台/日 (暫定/完成) - / 11,000台/日～17,500 台/日 動 0.7～1.2倍

旅行速度向上 34.9 → 39.4 km/h 交通事故減少 32 → 10 件/年
(当該路線→当該路線) (供用前年次)H6年度 (供用後年次)Ｈ27年度 (当該路線→当該路線) (供用前年次)Ｈ8-11年 (供用後年次)Ｈ28-30年
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 179億円 総便益 784億円 基準年
分析 結果 ４．４ 事 業 費： 163億円 走行時間短縮便益： 685億円 Ｈ１５年
（当初） 維持管理費： 16億円 走行経費減少便益： 78億円

交通事故減少便益： 21億円
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 224億円 総便益 357億円 基準年
分析 事 業 費： 204億円 走行時間短縮便益： 331億円
結果（事後） １．６ 維持管理費： 21億円 走行経費減少便益： 19億円 Ｒ元年

交通事故減少便益： 7億円
事業遅延によるコスト増 費用増加額 便益減少額

－ 億円 － 億円
事業遅延の理由
特になし。
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事 客観的評価指標に対応する事後評価項目
業 ①円滑なモビリティの確保
の ・渋滞損失時間が削減した 【削減時間：289千人・時間/年】

効 ②物流効率化の支援

果 ・重要港湾へのアクセスが向上した 【柳井市～岩国港：68分 ⇒ 63分】

等 ③都市の再生

・市街地の都市計画道路網密度が向上した 【1.61km/km2 ⇒ 1.96km/km2】

④国土・地域ネットワークの構築

・隣接する日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 【柳井市～岩国市】

・日常活動圏の中心都市へのアクセスが短縮した 【周防大島町～柳井市：23分 ⇒ 20分】
⑤安全な生活環境の確保

・現道（旧国道188号）の死傷事故件数が減少した 【減少件数：27件/年】

⑥災害への備え

・第一次緊急輸送路である国道188号の信頼性が向上した
⑦地球環境の保全
・CO2排出量の削減 【削減量：約1.6千t/年、530.0千t/年 ⇒ 528.4千t/年】
⑧生活環境の改善・保全
・NOX排出量の削減 【削減量：約3.2t/年、1312.2t/年 ⇒ 1309.0t/年】
・SPM排出量の削減 【削減量：約0.2t/年、67.4t/年 ⇒ 67.2t/年】
・夜間騒音レベルが夜間騒音要請限度（70db）を超えている箇所における騒音レベルが改善した
【柳井市新市沖：70dB ⇒ 62dB】

その他評価すべきと判断した項目

特になし

事 環境影響評価に対応する項目
業 環境影響評価実施要綱に基づく経過措置案件事業により評価対象外事業である。
に
よ その他評価すべきと判断した項目
る 特になし
環
境
の
変
化

事業を巡る社会経済情勢等の変化

・柳井市の人口は減少傾向【S60：418百人→H27：329百人】

・柳井市の自動車保有台数は、平成17年まで増加し、以降横ばいで推移している

【S60：164百台→H27：256百台】

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性
・柳井バイパスは事業目的に見合った事業効果の発現が確認されており、今後の事後評価の必要はないと考
える。

・柳井バイパスの整備により、交通混雑の緩和、安全・安心の確保など一定の効果が確認できることから、
改善措置の必要性はない。

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性
・同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域の取組）と整合させ、経済、観光
等の関係者から情報収集を行うなど道路整備による多面的な効果の把握に努める必要がある。

・今後周辺の道路整備が進みネットワークとしての効果も発揮することが期待されるため、引き続き社会経
済指標やビッグデータ等データの蓄積に努める。

特記事項
特になし

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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一般国道188号 柳井バイパス
やない

「事後評価」

一般国道188号 柳井バイパス
や な い

令和元年12月

国土交通省 中国地方整備局
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一般国道188号 柳井バイパス
やない

１．位置図

●一般国道188号は、岩国市を起点とし、下松市に至る延長約70㎞の主要な幹線道路である。

●柳井バイパスは、柳井市柳井から柳井市南町三丁目に至る延長3.5kmのバイパスである。
や な い

Ｎ

柳井バイパス
延長 3.5ｋｍ

岩
国
・
大
竹
道
路

藤
生
長
野
バ
イ
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いわくに くだまつ

みなみまち
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一般国道188号 柳井バイパス
やない

●柳井バイパスは、柳井市中心部の交通混雑の緩和、交通安全の確保を目的とした事業である。

２．事業概要及び経緯
（1）事業の概要

起 終 点
起点：柳井市柳井

終点：柳井市南町三丁目

計 画 延 長 L=３．５km

道 路 規 格
バイパス部 第４種第１級
現道拡幅部 第４種第１級

車 線 数 ４車線

設 計 速 度
バイパス部 ６０km/h
現道拡幅部 ６０km/h

や な い や な い

や な い み な み ま ち

（H27年3月撮影）

柳井港

さんぼんまつ

三本松交差点

至 周南

柳井市街

柳井港

至 岩国

さんぼんまつ

三本松交差点

柳井港駅

バ
イ
パ
ス
区
間

延
長
2
・
5
ｋ
ｍ

現
道
拡
幅
区
間

延
長
1
・
0
ｋ
ｍ

一
般
国
道
１
８
８
号

柳
井
バ
イ
パ
ス

延
長
3.

5
ｋ
ｍ

【現道拡幅部】

【バイパス部】

暫定施工

計画概要

標準断面図
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一般国道188号 柳井バイパス
やない

L=1.9km
H15.4
2/4供用

柳井市

柳井港

L=0.6km
H21.4
2/4供用

一般国道188号 柳井バイパス L=3.5km
やない

柳
井
市
南
町
三
丁
目

や
な
い

み
な
み
ま
ち

柳
井
市
柳
井

や
な
い

や
な
い

片
野
川

姫
田
川

堺
川

至 岩国

柳井漁港

柳井西港

三本松交差点

Ｎ

L=1.0km
H27.3
4/4供用

●平成元年度に事業着手し、平成21年4月までに三本松交差点～柳井市南町三丁目間L=2.5kmが暫定2車線で開通。
平成27年3月26日に現道拡幅区間1.0㎞が4車線で完成した。

２．事業概要及び経緯
（2）事業の経緯

区間
柳井市南町三丁目～
（市）宮本開作線

L=1.9km

（市）宮本開作線～
三本松交差点
L=0.6km

三本松交差点～
柳井市柳井
Ｌ＝1.0km

都市計画決定 平成元年度

事業着手 平成元年度

用地着手 平成4年度

工事着手 平成10年度

都市計画変更 平成14年度

開通
平成15年4月
暫定2車線開通

平成21年4月
暫定2車線開通

平成27年3月
現道拡幅完了

再評価実施
平成15年度
平成20年度
平成23年度

国道

主要地方道

市道

【凡 例】

事業区間

旧国道188号区間

計画概要図

事業の経緯
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一般国道188号 柳井バイパス
やない

当初・再評価
（Ｈ15再評価時）

実績

事業延長 L=3.5km L=3.5km

道路構造 完成４車線
完成４車線

（一部暫定２車線）

総事業費 約190億円 約134億円

交通量 14,200台/日～20,500台/日
（H11道路交通調査に基づくH42推計値）

11,000台/日～17,500台/日
（R元実績値）

事業期間
1989年度～2012年度

（平成元年度～平成24年度）
24年間

1989年度～2014年度
（平成元年度～平成26年度）

26年間

※新規事業採択時評価または事業着手後の再評価時点の想定・予測と事後の実績を比較する。

■柳井バイパス

３．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化
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一般国道188号 柳井バイパス
やない
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４．社会経済情勢等の変化

●柳井市の人口は減少傾向。一方、自動車保有台数はH17まで増加し、以降横ばいで推移している。
●事業区間の交通量は事業化以降増加傾向で推移、特にH21年度の部分供用後以降は横ばいで推移している。
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■人口の推移 ■自動車保有台数の推移

■交通量の推移
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資料：国勢調査 資料：山口県統計年鑑
都道府県別・車種別保有台数表（自検協HP／山口県・中国地方）

資料：道路交通センサス（S63～H17）,交通量調査結果（H22.5.27、H28.5.31、R元.10.16）
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柳井バイパス

旧国道188号

■交通量調査位置

一般国道188号 柳井バイパス

至

周
南
市

現道拡幅区間

至

岩
国
市

H17以前

H22以降

H22以降

Ｎ

柳井バイパス

交通量観測箇所

旧国道188号

事業区間

【凡 例】

国道

主要地方道

県道

市道

旧国道188号区間

L=1.9km
H15.4
2/4供用

L=0.6km
H21.4
2/4供用

L=1.0km
H27.3
4/4供用

[百台/日]
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一般国道188号 柳井バイパス
やない

５．事業効果の発現状況

≪整備効果≫

整備効果①：円滑なモビリティの確保

整備効果②：安全・安心の確保

整備効果⑤：沿線地域の活性化

整備効果③：救急活動の支援

整備効果④：地域観光振興の支援
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一般国道188号 柳井バイパス
やない
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５．事業効果の発現状況
整備効果①：円滑なモビリティの確保

●柳井バイパスの整備により旧国道188号の新市沖交差点の渋滞が解消。現道拡幅区間ではスムーズな走行が可能となり、バイパス起点から終点の
柳井警察署交差点までの所要時間が約3分短縮している。

柳
井
市
柳
井

（
バ
イ
パ
ス
起
点
）

柳
井
市
南
町

（
柳
井
警
察
署
交
差
点
）

【整備前（旧国道188号経由）】

【整備後（柳井バイパス経由）】

約8分

約5分

【整備前】H11センサス混雑時旅行速度により算出
注）新市沖交差点通過時の渋滞区間通過時間（H14.11.19調査）を計上
【整備後】ＥＴＣ2.0プローブデータ：H30.4-H31.3（H30.7除く）平日 7時台の旅行速度（上下平均）を基に算出

約3分短縮

起
点

柳
井
市
柳
井

や
な
い

や
な
い

終
点

柳
井
市
南
町

や
な
い

み
な
み
ま
ち

至

周
南
市

新市沖交差点

柳井警察署交差点

至

岩
国
市

Ｎ

【整備前】H11センサス混雑時旅行速度をもとに新市沖交差点を先頭とした旅行速度（H14調査渋滞長・通過時間により算出）を反映
【整備後】ＥＴＣ2.0プローブデータ：H30.4-H31.3（H30.7除く）平日 7時台の旅行速度（上下平均）

バイパス整備による速度変化

【旧道経由】7時台[㎞/h]

三本松

一般国道188号 柳井バイパス
延長3.5km

[㎞/h]

三本松

【バイパス経由】7時台

40㎞/h程度の速度で走行

新市沖

0100

0

整備前

整備後

現道拡幅区間
延長1.0km

新市沖交差点の混雑状況

平成14年11月撮影

至 岩国

整備前

至 周南

至 周
南

令和元年10月撮影

至 岩国

整備後

新市沖交差点の
渋滞が解消

至 周南

速度が向上

所要時間の変化
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一般国道188号 柳井バイパス
やない
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５．事業効果の発現状況
整備効果②：安全・安心の向上

●柳井バイパスの整備により、旧国道188号で発生していた死傷事故件数が約7割減少した。
●また、現道拡幅区間の歩道整備、バイパス区間整備による交通の分散により、旧国道188号および柳井バイパス区間の歩行者・自転車の安全性
が向上し、人対車両事故がほぼ解消。車両同士の追突事故件数は6割減少した。

柳井
市役所

国道188号の交通状況

柳井港

バイパス区間
H21年4月開通
延長0.6km

一般国道188号 柳井バイパス 延長3.5km

バイパス区間
H15年4月開通
延長1.9km

(主)柳井
周東線 現道拡幅区間

H27年3月開通
延長1.0km

至

周
南
市

出典：平成8年～11年 交通事故・道路統合データベース
平成28年～30年 県警提供事故データ

安全で快適な通行空間の確保

自動車のすぐ側を通行

至 周南

（H20年度撮影）

至 周南

自歩道整備により
歩車分離が徹底

整備後整備前

（R元年度撮影）

死傷事故発生状況

※バイパス区間、旧国道188号区間を対象として集計

写真

・柳井バイパス事業によって、自動車がバイパスを利
用して旧国道188号の交通量が減りました。また広
い歩道が整備されたことで安全な歩行空間になり
ました。

[件/年]

事故類型別事故発生状況

出典：平成8年～11年 交通事故・道路統合データベース、平成28年～30年 県警提供データ

（R元.8 ヒアリング調査結果）（柳井市）

死傷事故件数
約７割減少

・人対車両事故がほぼ解消
・追突事故件数が約6割減少

至

岩
国
市【柳井バイパス交通量】

⇒R元：110百台/日（大型車9百台）

交通量
転換

H11交通量：H11道路交通センサス
H28交通量：R元交通量調査結果（R元.10.16）

Ｎ

3255
1…
4…

04080120160
010203040

開

バイパス区間

旧国道188号区間

死傷事故率

[件/億台キロ]

死
傷
事
故
件
数

死
傷
事
故
率

[件/年]

9.56.34.80.3 68.329.3 27.015.0 29.07.3 10.87.3 6.31.0
0 20 40 60 80 100 120 140 160

開通前…
人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 右左折時 その他車両相互 車両単独

人対車両 追突

交通量約6割減少
（大型車約9割減少）

【旧188号交通量】
H11：171百台/日（大型車16百台/日）

⇒R元：67百台/日（大型車2百台/日）
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一般国道188号 柳井バイパス
やない
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543
481 463
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200
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

５．事業効果の発現状況
整備効果③：救急活動の支援

出典：柳井地区広域消防組合 提供資料
注）東出張所、西部出張所、中部出張所、東部出張所の出動件数

柳井市東部・周防大島町の出張所から周東総合病院への搬送状況

約19分

【整備前】旧国道188号経由周

防

大

島

町

役

場
整備前： S63センサス 指定最高速度
整備後：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査 指定最高速度

二
次
救
急
医
療
機
関

（
周
東
総
合
病
院
）

【整備後】柳井バイパス経由

柳井地域の消防署および二次救急医療機関の位置

[件/年]

・柳井バイパスの完成によって、周東総合病院など柳井市内の医療機関への搬
送時間が短縮しました。また、現道の拡幅は安全かつ迅速な救急走行につな
がっています。

・旧道などのバイパス周辺道路の渋滞が緩和され、その地域への現場到着や搬
送が安全かつ迅速になりました。 （R元.8ヒアリング調査結果）

柳井地区広域
消防組合消防本部

●柳井バイパスの整備により、周防大島町役場から柳井地区唯一の二次医療機関である周東総合病院への救急搬送時間が約3分短縮した。
●周防大島町などの東方面から周東総合病院への搬送件数は毎年約490件となっており、柳井バイパス整備に伴う救急患者の搬送時間短縮が、
迅速な救急活動に寄与している。

Ｎ

二次救急医療機関

消防本部・出張所

柳井地区広域消防本部管内

火

火

火

消防本部

南出張所 中部出張所

周東総合病院
柳井バイパス

東部出張所

西部出張所

火

周防大島町役場

火

火

火

東出張所

柳井市東部や周防大島町の出張
所から周東総合病院へ搬送され
る救急患者は年間約490件

周防大島町役場

周東総合病院

Ｎ一般国道188号
柳井バイパス

写真

至

周
南

至

岩
国

整備後ルート（バイパス経由）
整備前ルート（旧国道188号経由） 至 岩国

至 周南

R元.10月撮影

現道拡幅により
緊急時の追越しが容易に

柳井バイパス整備により搬送時間が3分短縮
迅速な救急活動に寄与

約16分
約3分短縮

所要時間の変化
▼カーラーの救命曲線

19分16分

88%

94%

①心臓停止後 約 3分で50%死亡
②呼吸停止後 約10分で50%死亡
③多量出血後 約30分で50%死亡

呼吸停止による

死亡率が約1割減少
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一般国道188号 柳井バイパス
やない

５．事業効果の発現状況
整備効果④：地域観光振興の支援

●柳井市や周防大島町では、近年観光客数が増加傾向にある。
●柳井バイパスは観光客の利便性向上に寄与しているだけでなく、サイクリングイベントのコースを担うなどイベントにも活用される。

柳井市・周防大島町の観光地の入込み客数の推移

柳井市と周防大島町の観光客数は増加傾向

柳井バイパス

柳井バイパスをコースとしたイベント

開催目的：サザンセト地域の活性化推進
地域の魅力を全国発信し、地域振興の推進

主 催：サザンセト・ロングライドinやまぐち実行委員会
開催状況：平成26年～29年、令和元年
参加者数：約1,000人（令和元年）
地元事務局：柳井商工会議所

開催目的：サザンセト地域の活性化推進
地域の魅力を全国発信し、地域振興の推進

主 催：サザンセト・ロングライドinやまぐち実行委員会
開催状況：平成26年～29年、令和元年
参加者数：約1,000人（令和元年）
地元事務局：柳井商工会議所

写真①サイクリングイベント
【サザンセト・ロングライドinやまぐち】

Ｎ

（柳井市商工観光課）

主 催：柳井市観光協会、大畠観光協会、
柳井にっぽん晴れ街道協議会

コ ー ス：柳井駅～月性展示館
開催状況：平成19年、22年、26年、28年～30年

主 催：柳井市観光協会、大畠観光協会、
柳井にっぽん晴れ街道協議会

コ ー ス：柳井駅～月性展示館
開催状況：平成19年、22年、26年、28年～30年

写真②ウォーキングイベント
【古地図を片手に街道歩き～遠崎・阿月編～】

Ｎ

柳井駅

月性展示館

柳井バイパス

現道拡幅区間 バイパス開通前コース

バイパス開通後コース

ウォーキングコース
（柳井港⇒月性展示館）

自転車との錯綜を
回避するため迂回

広い歩道により、安心
してイベントに参加

サイクリングコース
ウォーキングイベントエリア

資料）R元.10月 柳井市観光商工課ヒアリング結果

（R元.10月 ヒアリング調査結果）

資料）山口県の宿泊者及び観光客の動向

写真①

写真② 至 周南

至 岩国

柳井バイパス

柳井バイパス

至

周
南

至

岩
国

・柳井バイパスの整備によって、
柳井市から東方面への所要時間
が短縮し、周防大島町との連携が
しやすくなりました。

・道路幅員が広くなり歩行者・自転車
の分離が徹底できたことで、サイク
リングイベントやウォーキングイベ
ントの安全性が増しました。
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一般国道188号 柳井バイパス
やない

５．事業効果の発現状況
整備効果⑤：沿線地域の活性化

●柳井バイパス整備と並行して沿線地域で埋立地の整備が進められ、新たな産業用地の開発が行われた。
●バイパス整備後は、バイパス周辺に大型小売店舗の立地やアクセス性の良さから工場を沿線に移転・集約した事業所が立地するなど、バイパス沿線
地域において事業所が増加している。

埋立地（第2号工区）

埋立地（第1号工区）

昭和59年

埋立地(第1号工区)

埋立地(第2号工区)

埋立地整備による変遷

Ｎ

Ｎ

176 188

0

50

100

150

200

Ｈ18 Ｈ26

バイパス沿線の事業所数の変化

一般国道188号 柳井バイパス
延長3.5km

（資料）全国大型小売店舗総覧2020

至

岩
国

至

周
南

（R元.12ヒアリング調査結果）

・業 種：
・計画概要：

・敷地面積：
・投 資 額：
・移転時期：

・柳井バイパスの整備によるア
クセス性の良さは、今回の集
約移転先の選定の要素の1
つだったと言えます。

埋立地
（第1号工区）

埋立地
(第2号工区)

Ｎ

部分開通後に立地
（Ｈ15.4以降）
整備後に立地
（Ｈ27.3以降）

開通前に立地
（Ｈ15.4以前）

【凡例】大型小売店舗

事業区間

【凡 例】

国道
主要地方道
県道

高速道路

市道

資料：事業所・企業統計調査（Ｈ18）、経済センサス基礎調査（Ｈ26）

バイパス沿線において
事業所が増加傾向

注）南町2丁目、4丁目、南浜1丁目、3丁目、4丁目、
北浜、新市沖を対象に集計

Ｈ29 柳井バイパス沿線に工場を移転集約

Ｈ26 市立武道館の新築移転

現道拡幅区間
L=1.9km
H15.4
2/4供用

L=0.6km
H21.4
2/4供用

L=1.0km
H27.3
4/4供用

Ｈ30 大型小売店舗の立地

Ｈ23.11立地

Ｈ23.3立地

Ｈ16.10立地

平成28年

バイパス整備と並行し
て、沿線地域で産業
用地が開発

商業印刷
業務拡大にあわせて
柳井市内外の4工場を集約
4.7ha
約10億円
平成29年
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一般国道188号 柳井バイパス
やない

６.今後の事後評価の必要性等

・同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域の取組）と整合させ、経済、

観光等の関係者から情報収集を行うなど道路整備による多面的な効果の把握に努める必要がある。

・今後周辺道路整備が進みネットワークとしての効果も発揮することが期待されるため、引き続き社会

経済指標やビッグデータ等データの蓄積に努める。

・柳井バイパスは事業目的に見合った事業効果の発現が確認されており、今後の事後評価の必要は

ないと考える。

今後の事後評価の必要性

改善措置の必要性

同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

・柳井バイパスの整備により、交通混雑の緩和、安全・安心の確保、日常生活における利便性の向上

など一定の効果が確認できることから、改善措置の必要性はないと考える。
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一般国道188号 柳井バイパス
やない

＜参考資料＞

●地域からの要望等を踏まえ、道路の役割については、従来の３便益に加えて、「地域から期待される道路の役割」等を整理。

◆３便益による費用便益比

項 目 全体事業

費用（C） 224

事業費 204

維持管理費 21

便益額（B） 357

走行時間短縮便益 331

走行経費減少便益 19

交通事故減少便益 7

費用便益比 1.6

（億円）

◆道路の役割

①環境への影響を考慮した効果（地球環境）［約１．６千トン／年（０．３％）のCO2削減］※1， ※2
②環境への影響を考慮した効果（沿道環境）［約３．２トン／年（０．２％）のＮＯｘ削減、約０．２トン／年（０．３％）のＳＰＭ排出量削減］※2
③環境への影響を考慮した効果（騒音）［現道：約８ｄB(A)（１１．４％）の騒音減少（整備なし：70dB(A)、整備あり：62dB(A) ］
④緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮さ
れる効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善さ
れることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、
タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費）の減
少効果を対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出し
ている。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩
行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け
る車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。

計画交通量 総事業費 総費用(C) ３便益(B) 費用対効果(B/C)

10,500台／日～16,700台/日※ 134億円 224億円 357億円 1.6

基準年：Ｒ元年度

※1【 】は、供用後50年間の便益額として試算した値（参考値）
※2 当該道路の供用に影響を受けるエリアを対象に算出

※Ｒ元年度時点におけるＲ12年の将来推計値
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